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1.  ２０２７年３月期 第2四半期決算概況
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2027年３月期 第2四半期 当社グループを取り巻く環境

3Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.

・ 自販機オペレーター業界においては、飲料価格の上昇や消費者の節約志向を背景に自販機離れ

が続いている。人件費・物流費の上昇も重なり、厳しい収益環境が続く中、業界再編や構造改革が

進んでいる。

・ 低アルコール飲料（RTD)市場においては、無糖商品の需要が堅調な一方、市場全体の販売数量

は概ね横ばいで推移している。2026年10月の酒税改正に伴う増税やビール系飲料との競争な

ど、事業環境の変化への対応が課題となっている。

・ 茶葉市場においては、世界的な抹茶需要の拡大を背景に、てん茶への生産転換が進み、煎茶やほ

うじ茶向け原料の不足と価格高騰が続いている。また、中国でも抹茶の増産が進む中、日本産茶

葉の品質や産地の信頼性による差別化が求められる。
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2027年３月期 第２四半期 連結業績

２０２６年３月期
（第２四半期）

２０２７年３月期
(第２四半期)

増減率

売 上 高 １３,５４８百万円 １４，３５６百万円
(８０８百万円増)

６.０％

営 業 利 益 ７０１百万円 ８８３百万円
(１８１百万円増)

２５.９％

経 常 利 益 ８３６百万円 ９７７百万円
(１４０百万円増)

１６.８％

親 会 社株 主に 帰 属す る
四 半 期 純 利 益

５６９百万円 ７０６百万円
(１３７百万円増)

２４.１％
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・ 売上高は前期の決算期変更（子会社3社）による上乗せ分（223百万円）を除くと実質7.7％の増収。

・ 第2四半期の経常利益としては2024年3月期の858百万円を上回る最高益で着地。

・ 第１四半期に株式を取得した3社（㈲日東ベンディング中国、㈱フジタ商事、大熊乳業㈱）については

7月より損益を連結。

・ 当期よりVIHAMARK社の持分法投資損益を営業外にて計上。
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2027年３月期 第２四半期 売上高・営業利益 増減要因

13,548

2025.9 

(新規M&A)
自販機
事業の
増加額
715

※1決算期変更に
よる影響額

▲223

飲料製造の増加額
503

茶葉加工の
減少額
▲18

14,356

不動産運用
その他事業

▲13

● 売上高

2026.9 

決算期変更による影響額を除いた
実態の売上高は1,031百万円増（7.7%増）

701

2025.9 

自販機事業
の減少額
▲45

※2決算期変更に
よる影響額

▲20

飲料製造の増加額
330

茶葉加工の
減少額
▲21

883

不動産運用
その他事業
連結調整
▲62

2026.9 

決算期変更による影響額を除いた
実態の営業利益は202百万円増（29.7%増）

● 営業利益 （単位：百万円）

影響額
考慮後

影響額
考慮後

※前期にいいじま、静岡ローストシステム、マルサン萩間茶の決算期を変更
※(既存)アシード、いいじま (新規M&A)日東ベンディング中国、フジタ商事、大熊乳業
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13,325

681

(既存)
自販機
事業の
減少額
▲156

※1：影響額内訳
自販機運営リテイル事業：▲107百万円
飲料製造事業：▲116百万円
合計：▲223百万円

※2：影響額内訳
自販機運営リテイル事業：0百万円
飲料製造事業：▲21百万円
合計：▲20百万円



2027年３月期 第２四半期 経常利益増減要因
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営業利益 営業外損益 （単位：百万円）

前期比 141百万円増加

836

2025.9 2026.9

977

自販機運営事業の
営業利益減少

▲45

その他
減少
▲6

持分法投資
損益の増加

8

清涼飲料・低アルコール
飲料製造事業の営業利益増加

330

金融費用の増加
▲43

不動産運用
その他事業
連結調整
▲60

茶葉加工事業の
営業利益減少

▲21

※3決算期変更に
よる影響額

▲22

決算期変更による影響額を除いた
実態の経常利益は163百万円増（20.0%増）

影響額
考慮後
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814

※3：影響額内訳
自販機運営リテイル事業：1百万円
飲料製造事業：▲23百万円
合計：▲22百万円
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2027年３月期 第2四半期 連結貸借対照表

科 目
202６年3月期
（第4四半期）

202７年3月期
(第2四半期) 増減 科 目

202６年3月期
（第4四半期）

202７年3月期
(第2四半期) 増減

資産の部

流動資産

固定資産 

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

10,139

14,006

10,704

148

3,153

10,393

15,3５4

11,617

249

3,486

254

1,348

913

101

333

負債の部

流動負債

固定負債

10,483

5,725

11,886

5,163

1,402

△562

負債合計 16,208 17,049 840

純資産の部

株主資本

その他の包括利益累計額

7,960

△24

8,542

156

581

180

純資産合計 7,936 8,698 761

資産合計 24,145 25,7４7 1,602 負債純資産合計 24,145 25,747 1,602

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.

自己資本比率  ３２.９％ ３３.８％   +0.9％
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2. セグメント別概況
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2027年３月期 第2四半期 セグメント別売上高・営業利益（自販機運営リテイル事業）

売上高 営業利益

202６年3月期
(第2四半期)

202７年3月期
(第2四半期)

202６年3月期
(第2四半期)

202７年3月期
(第2四半期)

自販機運営リテイル事業 7,451百万円 7,903百万円 209百万円 164百万円

・業界再編の機運が高まる中、自販機オペレーター3社を買収し売上高は増加
・買収した3社の事業統合の早期完了を目指す
・設置条件の改善や不採算機の引揚、M&Aによるシナジー効果の創造など業界再編へ向け、収益基盤の確立に注力

2025.9 2026.9

● 営業利益増減要因 売上総利益 販売管理費 （単位：百万円）

※前期にいいじまの決算期変更を行っております

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.

209 164

売上総利益の
増加
205

その他消去
▲57

旅費交通費の
増加
▲6

営業債権償却費の
減少
5人件費の

増加
▲107

支払手数料の増加
（キャッシュレス手数料等）

▲19

販売交付金の
増加
▲66
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売上高 営業利益

202６年3月期
(第2四半期)

202７年3月期
(第2四半期)

202６年3月期
(第2四半期)

202７年3月期
(第2四半期)

飲料製造事業 5,875百万円 6,244百万円 612百万円 900百万円

・酒類・清涼飲料の製造数量が増加し、業績は前年の利益を大きく上回る水準まで回復
・茶葉加工事業については、国産茶葉の高騰の影響を受け前年比で減益と業績的にはやや軟調に推移している
・自社ブランド商品の拡販を中長期の最重要事項に位置づけ、新商品の投入やマーケティング・販売戦略を強化

2025.9 2026.9

● 営業利益増減要因

612

900

酒類・清涼飲料製造
売上総利益の増加

357

その他消去
5茶葉加工

売上総利益の減少

▲6
運賃・保管料

の増加
▲75

※前期に静岡ローストシステム・マルサン萩間茶の決算期変更を行っております

販促費
の増加
▲8

減価償却費
の減少

3

租税公課
の減少
12

売上総利益 販売管理費 （単位：百万円）

2027年３月期 第2四半期 セグメント別売上高・営業利益（飲料製造事業）

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.
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売上高 営業利益

202６年3月期
(第2四半期)

202７年3月期
(第2四半期)

202６年3月期
(第2四半期)

202７年3月期
(第2四半期)

不動産運用事業 71百万円 71百万円 114百万円 113百万円

・当社およびアオンズエステート㈱を中心に所有不動産の運用

・セグメント間の内部売上高を含めると売上高は197百万円

その他事業 149百万円 136百万円 33百万円 38百万円

・東西の物流部門を強化するとともに、グループ内物流の内製化を進める

2027年３月期 第2四半期 セグメント別売上高・営業利益（不動産運用・その他事業）

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.
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3. 2027年３月期 業績予想
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2027年３月期 業績予想

２０２６年３月期
実績

２０２７年３月期
業績予想

増減率

売 上 高 ２５,４０９百万円 ２７,０００百万円
(１,５９０百万円増)

６.３％

営 業 利 益 １,０７１百万円 １,１５０百万円
(７８百万円増)

７.３％

経 常 利 益 １,４１８百万円 １,５００百万円
(８１百万円増)

５.７％

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

９０９百万円 １,０００百万円
(９０百万円増)

９.９％

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.
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2027年３月期 業績予想

・自販機運営リテイル事業については、自販機ごとの採算管理を厳格化し増益を見込む。

第１四半期に株式を取得した３社について早期の収益化に取り組むが、今期の業績への影響は軽微。

・酒類・清涼飲料製造事業においては、製造加工数量増加基調の維持を目指す。イラン情勢の影響による、

燃料費の高騰や原材料の更なる値上がりを吸収し、着実に業績を伸ばす。

・第４四半期に東広島のパウチ飲料製造工場の工事が完了する。製造ライン立ち上げ時の試験運転により

費用が先行し、期間収益を圧迫することを想定。来期（2028年3月期）より本格稼働を予定。

・茶葉加工事業については需要は引き続き旺盛であるが、原料である茶葉の供給ひっ迫により、

足元の業績はやや伸び悩む。

・自社ブランド商品については、ブランド価値の創造に取り組むとともに、新商品を立て続けに発売し

商品の拡充を目指す。プロモーション活動などへの投資を拡大する。

・金利上昇による営業外費用の増加を見込む。

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.
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４．トピックス
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新商品の投入
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「アスター 沖縄やんばるパインのチューハイ」
「アスター 長野すもものチューハイ」
「アスター 山形ラ・フランスのチューハイ」

「抹茶ラテ」

「天空の抹茶ハイ」

2026年10月新発売

２０２６年10月新発売

新商品

新商品

静岡県産「天空の抹茶®」使用。抹茶の上品な香りと旨み、ミルクのコクを楽
しむ“ちょっと贅沢な和のラテ”

２０２６年5月 数量限定で新発売

沖縄本島北部の「やんばる地域」で育まれたパイナップルの
ストレート果汁を使用した低アルコール飲料

静岡県産「天空の抹茶®」使用。お茶の甘みと旨みを丁寧に引き出し、抹茶な
らではの豊かな味わいを重ねることで、食事に寄り添う一杯に仕上げました。
冷やして、常温で、温めて。3つの温度帯で楽しめる抹茶ハイです。

新商品

新商品

新商品

２０２６年9月 新発売

長野県産「大石早生」を皮ごと丸搾りしたストレート果汁を
使用した低アルコール飲料

2０２６年10月 数量限定で新発売

追熟でとろける果実の女王 山形ラ・フランスのストレート果汁
を使用した低アルコール飲料

※「天空の抹茶®」は株式会社小柳津清一商店の登録商標です。



商号 アシードホールディングス株式会社

所在地 広島県福山市船町7番23号

設立 1972年11月20日

代表者 代表取締役社長 河本 大輔

資本金 7億9,847万円

発行済株式数 13,495,248株

上場証券取引所 東京証券取引所 スタンダード市場

証券コード 9959

連結子会社・孫会社 12社（2026年６月30日現在）

持分法適用
関連会社

（ベトナム）
HaLong Beer And Beverage Joint Stock Company
VIHAMARK GROUP JOINT STOCK COMPANY

従業員数 742名(グループ) 2026年3月31日現在

当社グループ概要
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●●

●

●

アシードホールディングス㈱
アシードビバレッジプラス㈱
アオンズエステート㈱
㈱フジタ商事
大熊乳業㈱

アシードブリュー㈱
東広島飲料工場

アシードブリュー㈱
宇都宮飲料工場

アシード㈱

●

ロジック
イノベーション㈱

●

㈱河村農園
●

静岡ローストシステム㈱
マルサン萩間茶㈱

㈱いいじま

●

㈲日東
ベンディング中国

●
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事業領域・連結子会社
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※1：2027年1月1日付で、静岡ローストシステム株式会社を存続会社、マルサン萩間茶株式会社を消滅会社とする合併を実施します
※2：不動産運用事業のセグメント売上高・率には、アシードホールディングス㈱等の実績も含みます

セグメント売上高

連結売上に占める率

（202６年3月期）

自販機運営
リテイル事業

アシード㈱
（子会社）㈱いいじま
（子会社）㈲日東ベンディング中国

（子会社）㈱フジタ商事
（子会社）大熊乳業㈱

飲料・食品自動販売システムの運営・販売
13,892百万円

5４.７％

飲料製造事業

  アシードビバレッジプラス㈱
各種ソフトドリンク（清涼飲料水）及び
酒類の企画開発・販売

11,０８６百万円
4３.６％

 アシードブリュー㈱
各種ソフトドリンク（清涼飲料水）及び
酒類の製造

  ㈱河村農園
健康茶などの加工商品化・販売

静岡ローストシステム㈱ ※1 茶葉の受託加工・製造・販売

  マルサン萩間茶㈱ ※1 茶の加工及び販売、オンラインストアの経営

不動産運用事業   アオンズエステート㈱ 不動産の開発・運営・賃貸及び管理
 142百万円 ※2

 0.６％

その他事業   ロジックイノベーション㈱
納品代行・納品前作業代行・輸送業務・
海外輸出入業務

288百万円
1.1％

Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.



Copyright  ASEED HOLDINGS CO.,LTD. All rights reserved.

免責事項

本資料に記載されている、当社グループの業績予想は、将来の見通しに関する記述であり、これらは、

現在入手可能な情報に基づく経営者の判断などを基礎としています。実際の業績は、様々なリスクや不

確定要因の影響を受けるため、記載する見通しと異なる可能性がある事をご承知おきください。

また、当資料は投資判断の参考としての情報提供を目的としており、当社株式の購入を勧誘するもので

はありません。投資の最終決定はご自身の判断でなさるようお願いいたします。

本資料に関するお問い合わせ先

アシードホールディングス株式会社
経営企画グループ
T E L ：084-923-5552
E-mail：kikaku@aseed-hd.co.jp
U R L ：https://www.aseed-hd.co.jp/
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